
就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

平成29年3月31日

平成２８年度計画 平成２８年度実行内容

（左欄の具体的な取組・実行内容に
基づいて計画する。さらに、新たな
取り組み等について計画実行する）

（平成２７年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間および年度末に計画の
達成状況を評価する。

理念・目的を適切に設定し、そ
の適切性について、定期的に検
証する。○

既に設定されている教育学研究科の
理念・目的の適切性について、研究
科完成を目途に検証する。

教育学研究科の理念･目的につい
て、各コース長に点検を依頼し、年
度末に向けて、これらを総括的して
検証する。

教育臨床心理学コースについて、
教員の授業負担が過大であるた
め、授業科目をの整備を平成29年
度におこなうこととした。

○ ○

理念・目的を大学構成員（教職
員および学生）に周知し、社会
に公表する。○

教育学研究科の理念・目的を大学構
成員に周知するとともに、社会に公
表する。

教育学研究科の目的・理念を、ホー
ムページ及び紙媒体によって、入試
広報とあわせて、周知をはかる。

教育学研究科の目的・理念につい
て、ホームページ、紙媒体だけで
なく、入試説明会、オープンキャ
ンパス等で周知をはかった。

◎ ◎

教員に求める能力・資質、教員
構成、教員の組織的な連携体制
と教育研究に係る責任の所在を
明確にする。○

全学的な編制方針にもとづき、本研
究科の教員組織を検証する。

全学的な編制方針にもとづき、本研
究科の教員組織を検証する。

教員組織の検証にもとづいて、厳
密な資格審査を実施して、教育学
部専任教員の教育学研究科専任化
をはかった。このことにより、教
育学研究科の教育研究と管理運営
の組織的な連携が強化された。

◎ ◎

教育課程・編制方針に沿った教
員組織を整備し、授業科目と担
当教員の資格・適合性を明確に
して、適正に配置する。○

教員組織は、教育課程・編制方針に
沿って整備されており、また授業科
目と担当教員の資格・適合性も、明
確となっているので、引き続き、こ
れにもとづき適正に配置する。

教員組織は、教育課程・編制方針に
沿って整備されており、また授業科
目と担当教員の資格・適合性も、明
確となっているので、引き続き、こ
れにもとづき適正に配置するが、一
層の充実に向けて、必要な補充、昇
格を行う。

教員組織は、教育課程の編成方針
にもとづいて整備されているが、
教育臨床心理学における授業負担
の過重は是正が必要である。

○ ○

教員の募集・採用・昇格等に関
する規定および手続きを明確に
して、適正な教員人事を行う。
○

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定および手続きは既に明確である
が、教育研究体制の一層の充実に向
けて改めて検証するとともに、継続
的に適正な教員人事を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定および手続きを、教育研究体制
の一層の充実向けて改めて検証する
とともに、継続的に適正な教員人事
を行う。

教員の募集・採用・昇格等に関す
る規定および手続きについては、
教育学部専任教員の教育学研究科
専任化を実施するため、今年度は
改訂しえなかった。検証の中で、
かなり重大な影響を及ぼすことが
明らかになってきたので、慎重に
検討を進めたい。

◎ ○

教員の資質の向上を図るため
に、教育研究活動等の評価を実
施する。○

全学的な評価システムの中で、本研
究科における教育研究活動等の評価
を実施する。

全学的な評価システムの中で、本研
究科における教育研究活動等の評価
を実施する。

研究科独自の研究は、基本的に存
在しないが、教育活動について
は、学生の修論作成過程の中間発
表の形で評価をしている。

△ ○

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局および学科における２８年度計画と実行計画

［理念・目的］
建学の精神、教育の理念に基づ
き、人材育成の目的、その他の教
育研究上の目的を適切に設定し、
公表する。

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

部局名（学部又は事務部）： 　教育学研究科

中　期　計　画
中期計画期間中の具体的な取

組・実行内容



FDおよびSDを実施して、その有
効性を定期的に検証する。○

全学的なFDおよびSD実施体制の中
で、本研究科におるその有効性を検
証する。

全学的なFDおよびSD実施体制の中
で、本研究科におるその有効性を検
証する。

全学的なFD活動に協力している。 ○ ○

教育目標に基づく学位授与方針
（ディプロマポリシー）を設定
し、修得すべき学習成果を明示
する。○

本研究科としての教育目標に基づく
学位授与方針（ディプロマポリ
シー）を設定し、修得すべき学習成
果を明示している。

本研究科としての教育目標に基づく
学位授与方針（ディプロマポリ
シー）を設定し、修得すべき学習成
果を明示している。

本研究科としての教育目標に基づ
く学位授与方針（ディプロマポリ
シー）を設定し、修得すべき学習
成果を明示した。

◎

教育目標・学位授与方針に基づ
く教育課程の編成・実施方針
（カリキュラムポリシー）を設
定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。○

本研究科における教育目標・学位授
与方針に基づく教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）を
設定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

本研究科としての教育目標・学位授
与方針に基づく教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）を
設定し、科目区分、必修・選択の
別、単位数等を明示する。

本研究科としての教育目標・学位
授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針（カリキュラムポリ
シー）を設定し、科目区分、必
修・選択の別、単位数等を明示し
た。

◎ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針を大
学構成員（教職員および学生）
に周知し、社会に公表する。○

本研究科における教育目標、学位授
与方針および教育課程の編成・実施
方針を大学構成員（教職員および学
生）に周知し、社会に公表する。

本研究科における教育目標、学位授
与方針および教育課程の編成・実施
方針を大学構成員（教職員および学
生）にホームページ、紙媒体により
周知するとともに、社会に公表す
る。

本研究科における教育目標、学位
授与方針および教育課程の編成・
実施方針を大学構成員（教職員お
よび学生）にホームページ、紙媒
体により周知するとともに、社会
に公表している。

◎ ◎

教育目標、学位授与方針および
教育課程の編成・実施方針の適
切性について、定期的に検証す
る。○

本研究科における教育目標、学位授
与方針および教育課程の編成・実施
方針の適切性について、検証する機
会を設ける。

本研究科における教育目標、学位授
与方針および教育課程の編成・実施
方針の適切性について、各コース毎
に点検することを通して、全体的に
検証する。

本研究科における教育目標、学位
授与方針および教育課程の編成・
実施方針の適切性は確認できてい
る。

◎ ◎

教育課程の編成・実施方針に基
づき、学部・学科に応じたカリ
キュラムマップやツリーを作成
して、必要な授業科目を適切に
設定し、接続性や順次性のある
教育課程を体系的に編成する。
○

本研究科における教育課程の編成・
実施方針に基づき、各コースのカリ
キュラムマップを作成して、授業科
目を適切に設定して、教育課程を体
系的に編成する。

本研究科における教育課程の編成・
実施方針に基づき、各コースのカリ
キュラムマップを作成して、授業科
目を適切に設定して、教育課程を体
系的に編成する。

教育臨床心理学コースについては
カリキュラムマップを作成してい
るが、他のコースについては作成
できていない。

△ △

教育目標の達成に向けた授業形
態、学生の主体的参加を促す授
業方法（アクティブラーニン
グ）など、学習指導を充実す
る。○

本研究科は、学生参加型の実習を重
視した授業を積極的に継続実施す
る。

本研究科は、学生参加型の実習を重
視した授業を積極的に継続実施す
る。

本研究科は、学生参加型の実習を
重視した授業を積極的に実施して
いる。

◎ ◎

シラバスを充実し、授業内容・
方法との整合性を取り、シラバ
スに基づく授業を行う。○

シラバスで、授業計画、授業内容を
明示して、シラバスにもとづく授業
を継続実施する。

シラバスで、授業計画、授業内容を
明示して、シラバスにもとづく授業
を継続実施する。

シラバスで、授業計画、授業内容
を明示して、シラバスにもとづく
授業を継続実施している。

◎ ◎

厳格な成績評価を実施するシス
テムと制度を構築し、学生学修
力の向上と教育の質の改善を図
り、単位制度の趣旨に基づく単
位認定を適切に行う。○

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な生成期評
価を、継続実施する。

単位制度の実質化に向けて、学生の
自主的学習を進め、厳格な成績評価
を、継続実施する。

単位制度の実質化に向けて、学生
の自主的学習を進め、厳格な成績
評価を、継続実施している。

◎ ◎

［教員・教員組織］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、求める教員像や教員組
織の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備する。

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



授業評価アンケートや相互授業
参観などにより、教育成果につ
いて定期的な検証を行い、その
結果を授業の内容および方法の
改善に反映させる。○

教育成果の検証機会を設けて、授業
の内容や方法の改善をはかる。

教育成果の検証機会を設けて、授業
の内容や方法の改善をはかる。

修士論文構想研討会、修士論文中
間発表会により、授業の内容や方
法の検討、評価をおこなうととも
に改善をはかっている。

◎ ◎

学習成果を測定するための評価
指標（ルーブリック評価など）
を適切に設定し、学位授与（卒
業・修了認定）を適切に行う。
○

本研究科で設定している学位授与方
針にのっとり、適切に学位授与を行
う。

本研究科で設定している学位授与方
針にのっとり、適切に学位授与を行
う。

本研究科で設定している学位授与
方針にのっとり、適切に学位授与
を行っている。

◎ ◎

求める学生像、学生の受け入れ
方針（アドミッションポリ
シー）を明確化し、受験生に周
知する。○

本研究科として策定した学生受け入
れ方針を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知する。

本研究科として策定した学生受け入
れ方針を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知する。

本研究科として策定した学生受け
入れ方針を、紙媒体及びホーム
ページ等で、受験生に周知してい
る。

◎ ◎

学生の受け入れ方針に基づき、
公正かつ適切に学生募集および
入学者選抜を行う。○

本研究科の策定した学生の受け入れ
方針に基づき、公正かつ適切に学生
募集および入学者選抜を行う。

本研究科の策定した学生の受け入れ
方針に基づき、公正かつ適切に学生
募集および入学者選抜を行う。

本研究科の策定した学生の受け入
れ方針に基づき、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を行っ
た。

◎ ◎

適切な定員を設定し、在籍学生
数を収容定員に基づき適正に管
理する。○

本研究科としての入学定員と入学者
数、在籍者数の適切性にについて検
証する。

本研究科としての入学定員と入学者
数、在籍者数の適切性にについて検
証する。

本研究科としての入学定員と入学
者数、在籍者数の適切性について
検証をおこなった。

○ ◎

学生募集および入学者選抜が、
学生の受け入れ方針に基づいて
構成かつ適切に実施されている
かを、定期的に検証する。○

本研究科としての入学定員と入学者
数、在籍者数の適切性にについて検
証する。

平成28年度末を目途に検証する。

本研究科としての入学定員と入学
者数、在籍者数の適切性にについ
て検証をおこなったが、一応、妥
当であると判断している。

○ ◎

学生に対する修学支援、生活支
援、進路支援に関する方針を明確
化にする。○

全学的に整備され、明確化している
就学支援、生活支援、進路支援と連
携しつつ、学生担当教員が面談等を
通じて、支援を行う。

全学的に整備され、明確化している
就学支援、生活支援、進路支援と連
携しつつ、学生担当教員が面談等を
通じて、支援を行う。

学生担当だけでなく、指導教員が
学生と密接に接触して、就学、生
活、進路支援をしている。

◎ ◎

学生学修意欲喚起や学修時間の
確保に向けての学修e-ポートフォリ
オの導入で、学修支援を推進す
る。○

全学的な検討を踏まえて、ｅ-ポー
トフォリオの本研究科における導入
について検討する。

全学的な検討を踏まえて、ｅ-ポー
トフォリオの本研究科における導入
について検討する。

全学的な検討に応ずる用意があ
る。

○ △

留年者および休・退学者の状況を
把握し、低減に向けての部局での
方策を検討し、適切に対処する。
○

留年者および休・退学者の状況を調
査して、適切に対処する。

留年者および休・退学者の状況を調
査して、適切に対処する。

学生の状況の把握は、十分にでき
ている。

◎ ◎

障がいのある学生に対する修学支
援措置を適切に行う。○

障がいのある学生に対する修学支援措
置を適切に行う。

障がいのある学生に対する修学支援措
置を適切に行う。

該当する学生はいないが、学生支
援の用意はできている。

○ ○

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［学生の受け入れ］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、学生の受け入れ方針を
明示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受け
入れを行う。（留学生を含む）

［教育内容・方法・成果］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育目標を定め、それ
に基づき学位授与方針および教育
課程の編成・実施方針を明示し、
十分な教育上の成果を上げるため
の教育内容と方法を整備・充実さ
せ、学位授与を適切に行う。



奨学金等の経済的支援措置を適
切に行う。○

全学的な経済的支援体制と連携して、
奨学金等の経済的支援措置を適切に
行う。

全学的な経済的支援体制と連携して、
奨学金等の経済的支援措置を適切に
行う。

全学的な経済的支援体制と連携し
て、奨学金等の経済的支援措置を適
切に行っている。

◎ ◎

心身の健康保持・増進および安
全・衛生へ配慮する。○

全学的な体制と連携して、心身の健康
保持・増進および安全・衛生へ配慮す
る。

全学的な体制と連携して、心身の健康
保持・増進および安全・衛生へ配慮す
る。

全学的な体制と連携して、心身の健
康保持・増進および安全・衛生へ配慮
している。とくに問題は生じていない。

◎ ◎

ハラスメント防止のための措置を適
切に行う。○

全学的な体制と連携しつつ、学生担当
教員を中心に、ハラスメント防止のため
の措置を適切に行う。

全学的な体制と連携しつつ、学生担当
教員を中心に、ハラスメント防止のため
の措置を適切に行う。

全学的な体制と連携しつつ、学生担
当教員を中心に、ハラスメント防止の
ための措置を適切に行っている。とく
に問題は生じていないと理解してい
る。

◎ ◎

キャリア支援に関する組織体制を
整備し、進路選択に関わる指導・
ガイダンスを実施する。○

全学的な体制とともに、本研究科と
しては、指導教員が進路指導を行
う。

全学的な体制とともに、本研究科と
しては、指導教員が進路指導を行
う。

全学的な体制とともに、本研究科
としては、指導教員が進路指導を
行っている。

◎ ◎

ティーチング・アシスタント（ＴＡ）・リ
サーチ・アシスタント（ＲＡ）・技術ス
タッフなど教育研究支援体制を整
備する。○

全学的な体制整備と連携して、本研
究においても、教育支援体制を整備
する。

教育支援スタッフの必要性を検証す
る。

教育支援スタッフの必要性は、現
時点ではないことを確認してい
る。

○ ○

教員の研究費・研究室および研究
専念時間を確保する。○

本研究科教員の研究費、研究室、研
究専念時間の確保する。

全学的な体制の下で、本研究科教員
の研究費、研究室、研究専念時間の
検証を行う。

本研究科における、とくに教育臨
床心理学子コース教員は、過重な
授業負担等があり、改善の必要が
あることを確認している。

○ ○

教育研究の成果を基にした社会へ
のサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学
外組織との連携協力による教育研
究を推進する。○

行政、学校園の活動に積極的に協力
するとともに、心理教育相談室の活
動を支援する。

行政、学校園の活動に積極的に協力
するとともに、心理教育相談室の活
動を支援する。

行政、学校園の活動に積極的に協
力するとともに、心理教育相談室
の活動の支援を実施している。

◎ ◎

グローバル化促進として、留学生
の積極的な受け入れ、さらに外国
人研究者活躍の場を広げ、本学の
構成員の国際的活動能力の向上
を図る。○

全学的な体制の下で、留学生受け入
れについて、積極的な態度をとると
ともに、外国人研究者との教育研究
の連携を深めて行きたい。

グローバル化に向けての活動機会を
増加したい。

この課題は、実行できていない。 × ×

大学の諸活動について点検・評価
を行い、その結果を公表することで
社会に対する説明責任を果たす。
○

本研究科における諸活動を、全学的
体制の下での点検・評価を実施する
とともに、その結果についても、
「教育学研究科紀要」などで公表す
る。

本研究科における諸活動を、全学的
体制の下での点検・評価を実施する
とともに、その結果についても、
「教育学研究科紀要」などで公表す
る。

本研究科における諸活動を、全学
的体制の下での点検・評価を実施
している。「教育学研究科紀要」
では、修士論文の成果、心理教育
相談室の活動を公表している。

○ ○

内部質保証を掌る組織を整備し、
その方針と手続きを明確にして、
自己点検・評価を改革・改善に繋
げる内部質保証に関するシステム
を構築する。○

全学的な自己点検評価システムの下
で、研究科長、専攻長、コース長が
質保証を掌る体制をとるものとす
る。

全学的な自己点検評価システムの下
で、研究科長、専攻長、コース長が
質保証を掌る体制をとるものとす
る。

全学的な自己点検評価システムの
下で、研究科長、専攻長、コース
長が質保証を掌る体制をとってい
る。

○ ○

［社会連携・社会貢献］
グローバル化を推進すると共に、社
会との連携と協力に配慮し、教育研
究の成果を広く社会に還元する。

［学生支援］
学生が学修に専念し、安定した学
生生活を送ることができるよう、
修学支援、生活支援および進路支
援を適切に行う。

［教育研究等環境］
学生の学修ならびに教員による教
育研究活動を必要かつ十分に行え
るよう、学習環境や教育研究環境
を整備し、これを適切に管理運営
する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。



構成員のコンプライアンス（法令・
モラルの遵守）意識を徹底する。○

全学的に実施されるコンプライアン
ス研修会等を通じて、コンプライア
ンス意識の涵養をはかる。

全学的に実施されるコンプライアン
ス研修会等を通じて、コンプライア
ンス意識の涵養をはかる。

全学的に実施されるコンプライア
ンス研修会等を通じて、コンプラ
イアンス意識の涵養をはかった。

◎ ◎

組織レベル・個人レベルでの自己
点検・評価活動を充実し、教育研
究活動のデータ・ベース化を推進
する。○

全学的に実施されている教育研究活
動のデータベース化に連携するとと
もに、本研究科としての教育研究活
動の集約を行う。

全学的な教育活動のデータベース化
に連携するとともに、所属教員の教
育研究活動を教育学研究科紀要に掲
載する。

全学的な教育活動のデータベース
化に連携している、所属教員の教
育研究活動を集約することはでき
ていない。

△ △

教学ガバナンス体制の整備による
本学管理運営を強化し、組織的活
動の活性化を計る。○

全学的な教学ガバナンス体制整備と
管理運営の強化と連携して、組織活
動の活性化に協力する。

全学的な組織活動の活性化を分担す
る。

全学的な組織活動の活性化に個々
の教員として協力するとともに
が、研究科としても貢献している
であろう。

△ △

学生の成長に繋がる教育改革を
推進し、教育力の飛躍的向上によ
る就実教育ブランドを確立する。○

臨床心理士養成及び専修免許授与機
関としての実質をあげるとともに、
その知名度をあげるべく努力する。

本研究科の知名度を上げる工夫をす
る。

本研究科の知名度を上げる工夫を
十分にできていない。

△ △

大学生活・活動環境の整備と就学
支援の強化により、学生の満足度
を向上させる。○

学生担当教員を中心に、学生の就
学・生活環境について、ニーズをく
み上げて充実をはかり、満足度の向
上をはかる。

学生担当教員を中心に、学生の就
学・生活環境について、ニーズをく
み上げて充実をはかり、満足度の向
上をはかる。

学生担当教員を中心に、学生の就
学・生活環境について、ニーズを
随時くみ上げて充実をはかり、満
足度の向上をはかっている。

◎ ◎

地域再生・イノベーション創出の核
となる教員研究力や社会貢献力を
飛躍的に向上させる。○

学内外の研究者との共同研究を通じ
て、教員研究力、社会貢献力を向上
させる。

学内外の研究者との共同研究を通じ
て、教員研究力、社会貢献力を向上
させる。

学内外の研究者との共同研究を通
じて、教員研究力、社会貢献力を
向上させている。

△ ○

【平成28年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

［特色ある取り組み］
主体となる学生自身が大学生活で
成長を実感できるように、ビジョ
ンとミッションを明確にしてPDCA
サイクルを機能させ、学内外の変
化に目を向けた大学改革を着実に
実行する。

［内部質保証］
建学の精神、教育の理念を実現す
るために、教育の質を保証する制
度を整備し、定期的に点検・評価
を行い、大学の現況を公表する。


